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研究を始めるのに必要な知識・能力
　「世界を驚かす新しい分子を自分の手で作りたい！」という意欲。「化学と研究が好きだ！」という素直なこころ。「新しいことに挑戦
したい！」という好奇心。チームの一員として協力できる協調性・コミュニケーション力。

研究室の指導方針
　有機電子材料、発光性材料などの機能性有機材料の開発を通じて、融合分野で活躍し社会に貢献できる研究者を育成します。研究
背景の理解、目的達成のための分子設計、有機化学合成、物性評価によるフィードバック、問題点の洗い出しと解決策の提案、学会・
論文・特許などによる成果発表という一連のステップを実施することで、問題提起・実験遂行・問題解決する力とプレゼンテーション
能力を有する研究者を育成します。さらに博士後期課程では、情報収集、研究テーマの提案と遂行、論文執筆を通じて世界で活躍す
る研究者として自立できるよう指導します。

この研究で身につく能力
　機能性有機材料の開発を通じて、研究開発に必要な基礎知識、専門知識および技術を身につけます。具体的には、計算科学を用い
た分子設計・最新かつ多彩な設備を使った有機合成と構造解析・分光特性評価、化合物の集積プロセス開発とデバイス作製、導電性
などのデバイス特性評価を自ら行うことで、有機合成化学から有機エレクトロニクスにわたる幅広い知識と技術を、原理からテクニック
まで習得します。さらに博士後期課程の学生は、異分野の研究者との共同研究によるコミュニケーション力、学会発表や外部資金獲得
申請によるプレゼンテーション能力、論文の執筆による英語力・論理展開能力など研究遂行能力を身につけ、国際性などを兼ね備えた
自立した研究者、技術者を目指します。

修了生の活躍の場
材料化学メーカーを中心とした幅広い理系職（詳細はHPに記載）

研究内容
　有機薄膜太陽電池、有機薄膜トランジスタなどに利
用可能な有機半導体材料、分子性グラフェン・グラフェ
ンナノリボンや近赤外領域に吸収をもつ色素、発光材
料の開発を目的に、新規π共役拡張芳香族化合物を設
計・合成し、物性評価と機能開拓を行っています。

（1）有機エレクトロニクス材料の開発
　太陽電池やトランジスタなどへの応用をめざし、革
新的な有機半導体を開発しています。特に、可溶な前
駆体を基板に塗布した後、光照射や加熱することで不
溶な低分子半導体薄膜へと変換するユニークな「前駆
体法」を基軸に、材料合成～デバイス作成を網羅する
包括的な研究を行っています［1,2］。

（2）斬新な形状・機能性を有するπ共役分子の構築
　十分にπ共役系が拡がりかつ化学的に安定な、ユ
ニークな形状をもつ分子性グラフェン・オリゴアセンな
どの多環芳香族炭化水素の新規合成法を開拓していま
す。またその材料の特長を活かした光機能性素子・電
子素子の開発および高効率の近赤外発光材料の合成
を行っています［3］。

（3）新規ナノカーボン材料の合成と機能開拓
　次世代デバイスの基幹材料になる、新規ナノカーボン材料の創成を目指しています。特に、優れた電子物性が予想されるグラフェン
ナノリボンに着目し、ボトムアップ有機合成によるグラフェンナノリボン前駆体の合成と、原子レベルでの構造・物性を評価できる技術
を組み合わせた材料開発を展開しています［4］。

研究設備
可視近赤外分光計測装置、絶対蛍光量子収率測定装置、ESI質量分析装置、
走査型プローブ顕微鏡、偏光顕微鏡、単結晶及び粉末X線結晶構造解析
装置、グローブボックス、昇華精製装置、電気化学アナライザー、蒸着装置、
各種光源、疑似太陽光光源、プローバー、GPC、HPLC、低温恒温槽な
ど
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・共同研究：東大、京大、阪大、神戸大、愛媛大、千葉大、新潟大、関西学院
大、富士通研究所、Empa（スイス）、香港中華大、UC Santa Barbara
（米国）、National University of Singapore、南洋理工大（シンガ
ポール）など

・JST　戦略的創造研究推進事業CREST「革新的デバイス創製のため
のグラフェンナノリボンのテイラーメイド合成」（H27～H32年度）
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